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どうして音声だけなのか？
 Simple is BEST
 内容理解を強調
 聴覚的に語彙が豊富であれば音声で聞いて意味を
理解することができる

どうして国語と社会科中心なのか？
 日本語力を問われるのは国語と社会科がメイン
 他の教科は音声化だけだと内容がかえってわからな
い場合がある



音

記号意味

ディスレクシア 読みの速さ 流暢さ 正確さに困難

記憶

耳口

目

手



BEAMの目的

◆「文字の読み」にかかる負担をなくし、
直接内容理解に繋げて、その後の学習
を支え、広げていくことがねらいである

※ 勿論、文字を見ながら聞いて、文字の読
みそのものの支援にもつながる



課題・本文をメインとしつつ、学
習の流れに沿った形での写真、イ
ラスト、グラフ等の紹介



◆人間の音声を分析した上で作成する人工音声プログ
ラムを使用

◆MP3の形式で、ダウンロードできる



教科書会社

データ管理機関

エッジ

① 送られてきたテキストデータから、音
声化する台本を作る（不要な部分
の削除、適切な休止挿入、順番の
入れ替え等）

② 音声化する（人工音声プログラム
「声の職人」）

③ 音声化されたものを全部聞いて、正
しいかどうかチェックする（読み方、
アクセント、イントネーション、間合
い）

④ チェックした箇所を修正する
⑤ 修正箇所を再度聞き、チェックする
（誤りがあれば、またここで修正へ）

⑥ 最終チェック

「正しい日本語」
が耳から入るよう
作製





お名前（ふりがな）
お立場：保護者 学校の教員 学校以外の指導者 その他
メールアドレス
住所
電話
利用者名（ふりがな）
学校名
学年
アセスメント経験の有無
具体的な読みの困難さ
必要教科 出版社名



１ BEAMの再生・ダウンロード
２ どんな機器で聞けるの
３ アプリ
４ 活用事例
〇利用者の声
〇音声ペン利用者の声



活用事例
家庭学習編



高校生Aさん
「生物」の音声教材を家庭学習で使用。
ボイスレコーダーで1.3倍速にし、手元の教科書と自分をつ
なぐものとして活用した。

小学生B君
主に予習用として、パソコンにダウンロードし、家庭での夜の
学習で使った。大変助かった。

小学生C君
自宅で夕方などの宿題の時間に、音読練習などを目的とし
て, タブレットで利用している。
まだ始めたばかりだが、音読が苦手なので、聞いて理解しや
すくなったように思う。



小学生Dさん
音声ペンで聞いた。前は時間がかかって忘れてしま
うことが多かった。読んでくれるからスラスラいける。
進みがはやい。

中学生E君
テスト前に、音声ペンで
歴史の教科書の内容を聞き、
知識のまとめと確認をした。
とても役立った。



活用事例学校
現場編



通常学級における
音声教材の活用



必要とする生徒が使用

合理的配慮の一環として
音声教材を活用



◎一斉授業の中で

◎多様化する生徒の学習の保障
（不登校・発達障害・その周辺群）

①学習履歴の違い

不登校歴・支援級(情緒)・適応指導教室・ﾌﾘｰｽｸｰﾙ

②学び方の違い

視覚タイプ・聴覚タイプ・体験タイプ



①WISCの結果及び通常授業の様子から選出

１７名(男子１０名女子７名)

②社会科の授業

教科書の記載内容の理解・暗記が評価しや

すい、教員がICTの活用に積極的

③iPad miniに音声教材をダウンロード







①転導性が高い

②持続性が低い

③気分にむらがある

④素直さがある

⑤学習に対し苦手意識がある

⑥学力の向上を望んでいる

⑦WISC-Ⅳの結果
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①通常授業で多動傾向の生徒が集中して参加

②私語が多い生徒にも授業に関係ある発言がでた

③授業の開始５分間の活用でクールダウン効果

授業への見通しがたつ・集中力の向上

④毎回途中退出を希望する生徒が、積極的に参加

（音声教材を繰り返し聞き、最後まで参加）

⑤正答率の変化
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◎比較的に言語理解が高く、ワーキングメモリー

が低いタイプの生徒に高い効果がみられた。

●ワーキングメモリーが高く、言語理解が低い

生徒には効果が表れにくい。



 各自が音声教材の活用を積極的に選ぶことは、自ら
の意思となり学習効果を上げることが期待できる。

 ＡＤＨＤ傾向のある生徒には、聴覚による余計な情報
が遮断されるため、集中しやすい環境となり、クラス全
体に落ち着きがでる。

 感覚過敏の生徒にとってイヤホンやヘッドホンの装着
感は課題として残る。



読みが困難な児童への指導
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 ４年生 男児

 母親は、C児が保育園の年長の頃から読み書きに遅れ
があると感じていた。

 URAWSS ＜読み課題＞

課題の種類 読んだ文字数 １分間の読み速度 評 価

③読み課題 ７（字） ７ × ６ = ４２（字）
C

かなり遅い

内容理解
担当が読み聞かせて行うと、

６問中 ３問正解 → ６問中 ６問正解

・ 文字を見たくない。自分で読んでもよくわからない。読んでも
らった方が簡単。学習意欲の低下状態。

→音声教材BEAMが有効と思われる。
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①教材文を、 いくつかに分け、音声教材BEAMを
使って、音だけで聞かせる。

②聞いた後、耳に残った言葉をたずねる。

③気をつけて聞くポイントをいくつか指示して、もう一
度聞かせる。

④聞き終わった後、いくつか質問したり感想を聞いた
りのやりとりの中で、理解度を確かめていく。

⑤教科書の文字を見ながらもう一度音声を聞く。

～上記の取り組みを「大きな力を出す」「一つの花」
「かげ」「わすれもの」を使って、通級のたびに実施
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＜Ⅽ児へのアンケート、聞き取りから＞

・どんな話か、内容がわかった。

・話の内容がわかって安心した。

・家でも聞いてみたいと思った。

⇩

「家の３ＤＳでSDカードで聞く」

⇩

・クラスでは、自分で音読することが増えた

・テストに取り組もうとする姿がみられた（担任）
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教育委員会単位での活用



基礎的環境整備に向けての普及推進活動
東京小金井市の実践例
〇ディスレクシアの理解と支援に関する取り組
みを平成28年度から実施して下地作り
〇30年度には、BEAM体験講座を、学校教職
員、保護者、支援者対象に実施
○教育委員会が一括してBEAMのデータをダウンロー
ド

→必要な学校からの申請を受けて提供す
るシステムを作った



学校現場における活用



特別支援教室で
文字から情報が入りにくいという特性のある児童に
社会科の時間に活用したところ、内容を理解し、興味
も持つようになってきている。

複式学級で
国語学習時に、音声による理解支援が必要な子ども
がいたので、わたりの際の範読で活用した

視覚特別支援学校等で活用されている。



外国につながりのある

児童生徒への活用



 外国在住 日本人学校 5名
◦ ジュネーブ、ブリュッセル、北京、香港、ジャカルタ

 横浜中華中学校 4名

 日本の学校に籍がある外国人 6名

 日本の学校に籍がある国際結婚 6名

 日本生まれの外国人 10名

2020年3月現在



 日本の特定教科書を持っている

 地域と学校名が明確

 児童生徒である

 読み書きの困難さを具体的に記述している



 音声だけである：学習の基本である語彙の習得や読
みの確認などを教科書さえあれば手軽にできる

 MP3仕様なので、どのような機器（ICレコーダー、タ
ブレット、電子辞書、ペン）でも音が出せるものであれ
ば対応できる、経済的な負担がない

 操作が単純なので、外国籍、保護者が不在、などで周
りに支援する人がいなくても使用が可能



読むのが遅く、読むと理解を同時にできない。飛ばし読みが多い。 （在日ミックス）

母国語がフランス語なので、漢字が苦手（在日ミックス）
難しい漢字が読めない（在日ミックス）

読んでも意味が分からない 音読が少し苦手 漢字を間違える（在日ミックス）
音読が苦手（在日ミックス）

音読が苦手、飛ばして読んでしまう、書いてあることと違うように読んでしまう（在日
ミックス）
音読が苦手、意味がわからない（在日ミックス）

正しいアクセントがわからない（在日ミックス）

読んでも意味がわからない、飛ばし読み、音読が苦手（日本人学校）

読むのが遅い（日本人学校）
読むのが遅い、逐次読みをする、音読が苦手（日本人学校）

読むのが苦手、飛ばし読みをする、難解な文章は読むだけではわからない。（日本人
学校）
読むのが難しい（在日外国人）

読むことで必死で言葉の意味を理解するのが難しい。（横浜中華学校）

音読が苦手（在日外国人）



特定非営利活動法人アジャスト さくら教室
（愛知県）

両親が外国人の日本生まれの児童生徒で
日本語の読み書きが困難なもの10名（小
学校5名、中学校5名）

月4回の授業の一部を使ってクラス全体で
教科書を手にBEAMを聞きながら学習。



 読み間違え:全員読み間違えが減少している

 つまりや読み飛ばし:5 名中 4 名が減少している

 読みにかかる時間:全員減少している

本人たちの意見

 いつでも好きな時に聞けるようにしてくれたら助かる

 中学校では音読の機会が減るので漢字の読みがわ
かるので助かる

 内容の理解や登場人物の関係性がわかった



 BEAM 教材を試す前に内容について質問してみると「教
科書を読むことで精いっぱい」と言っていたが、BEAM 教
材を試してみると登場人物の関係性などは答えられるよう
になっていた。

 外国人の子ども達の周りには中学校の漢字が読める人が
少ないためだと考えられる。

 日本語の語彙が少ない子ども達には BEAM 教材を聞か
せる回数が少なかったようで、あまり変化が見られなかっ
た（古典）。自分が知っている言葉と教材から聞こえてくる
音を結び付けることが難しいためだと考えられる。



BEAMの今後の展開



基礎的環境整備の一環として、すべての
学校に用意されているものであってほし
い。

障害の有無や国籍を問わず、誰もが必
要な時に使用できる状態であってほし
い。

公共図書館等で活用できる状況になる
とよい。



ありがとうございました

入手は ホームページから

http://www.npo-edge.jp/
mail: beam_edge@npo-edge.jp

mailto:beam_edge@npo-edge.jp

